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大久保龍

幸田澪奈

なかゆう き ち いき

　中結城小では、地域の方々にお世話になり、農業体験
しろ

を行っています。５年生の米作りでは、代かきや田植
いね か げんだい

え、稲刈りなどで昔と現代の両方のやり方を体験しま
なえ

す。手作業体験では、土の温かさや苗の根の深さなど、

多くの発見がありました。１㍍進むのに�分かかった
おどろ きちょう

田植えの大変さに驚きました。貴重な体験でした。

　機械を活用した農業体験では、田植え機やコンバイ

ンに乗りました。土地のこう配や水田の形に合わせて

作業をするための仕組みにびっくりしました。ドロー
じゅうじつ

ンやデジタル機器を活用した水田管理を見ることができ、充実した学習
しゅうかく かがや

をすることができました。収穫したお米の輝きと、おいしさ、そして何
え がお おお く ぼりゅう こう た みお な

より農家の方の笑顔が忘れられません。（６年　大久保龍、幸田澪奈）

タブレット端末を活用した授業

なかゆう き たんまつ

　中結城小では、タブレット端末を活用して自分の学
ちくせき

びを蓄積していく「スタディ・ログ」スタイルを取り

入れています。
じゅぎょう

　外国語の授業で使っているリフレクションシートは、単元のゴールに

向かって進化する自分の学びが一目で分かるものです。先生や友達のグ
は

ッドモデルを貼り付け、自宅で何度も練習します。自分の書いたノート

やスピーチ動画、シンキングツールなども貼り付けています。単元のは
くら ふ

じめと比べると、できることが増えていることが実感できます。タブレ
かんたん

ット端末を使うことで自分だけでなく、友達と共有することも簡単にで
ぎ もん

きます。気付きや疑問をみんなで活用したり、比べ合ったりできます。

　分からないことをそのままにせず、みんなで考え、学びが日々進化し
こ もり ひ な た

ていく「中小学習」スタイルを続けたいです。 （６年　小森陽葵）
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なかゆう き わたし

　中結城小学校は、私たち自身で学校の
つく

文化を創っている学校です。実行委員会
さか

活動が盛んなこともそうですが、クラス

での話し合いを児童集会につなげ、より

よい学校づくりに努めています。

　例えば、あいさつリーダーを中心にあ
じ まん

いさつ自慢大会をしたり、おそうじマイスターを目指す
てんかい

活動を展開したりしています。「よいあいさつとは？」
せいそう ぎ もん

「きれいに清掃するために必要なことは？」など疑問に

思ったことをとことん話し合い、全校で実行しています。

　昨年度は、室内の歩行の仕方について取り組みました。
しょくぎょう えが ゆめ

今後は、なりたい職業や、なりたい自分を描く「夢を語
き かく

ろう」集会を企画しています。

　このように、自分たちに必要なことを、自分たち自身

で考え話し合い実行していく活動を通して、全校で守っ
い しき

ていこうとする意識が高まっています。今後も「中小文

化」を私たちの手で創っていきたいです。
くらもち ゆ ま

（６年　倉持優茉）

地産地消フェスタで行われたおにぎり作り体験

わたし しゅうかく

　私たちは、お米の収穫祭と外国語の学習を関連させ

て、「地産地消フェスタ」を開きました。農業体験で
しょうたい ち いき

収穫したお米をおにぎりにして、招待した地域の方や
ほ ご みな いっしょ

保護者の皆さんと一緒に楽しみました。それに加え、
じっせん

外国語の学習で学んだ、お店でのやりとりを実践しま

した。やりとりでは、町の特産物を使って、お米に合

うおかずや町の皆さんに広めたいデザートを一人一人が考えました。材
ね だん

料や味、食感、値段などを英語でアピールし、自分が考案したメニュー
しょうかい

を紹介し合いました。

　この「地産地消フェスタ」は、今まで自分が知らなかった町の特産物や
ぜっこう

そのよさを知る絶好の機会となりました。自分たちが考えたメニューが
わ よろこ

「我が家の定番メニュー」になったり、英語を使って通じ合える喜びを感
かわ た な な み

じたりでき、とても心に残る体験ができました。 （６年　川田菜々美）
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